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１． はじめに  

 

（1）学校安全対策アドバイザーとしての活動 

2012年に起きた京都府亀岡市の通学中児童・保護者

の列を巻き込んだ交通事故事案を受け，通学路の安全

対策が社会問題視されるようになった1)．この後，通学

路緊急点検が行われ，教育現場と道路管理者・交通管

理者が連携・協力して通学路の安全対策に取り組む契

機となった．山口県でも2013年度から通学路安全対策

アドバイザー（2017年より学校安全アドバイザー）が

制度化され，小・中学校での交通安全教育と年1回の通

学路安全対策合同会議での研修講師に取り組んでいる． 

（2）本研究の着眼点と位置づけ 

著者の研究2),3)の着眼点は，2011年度に周南市立勝間

小学校の通学路で起きた国道2号接触事故から，児童・

生徒らが交通ルールを十分認識していないと考え，双

方に交通安全教育を実施し，よりリスクの低い交通行

動に変容を促すことを意図した．このような行動変容

を促す手法としてMM4)のアドヴァイス法5)を準用した．  

既往研究では，交通ハザードマップやヒヤリハット

マップを用いた交通安全教育の研究例がいくつかみら

れる6),7),8)．著者が指導してきた卒業研究の中で，通学

時の歩行者・自転車双方にアプローチし意識の違いや 

表-1 菊川地区での取り組み
9),10),11),12) 

 
 

キーワード 交通安全教育，交通安全，通学路，

危険意識，交通行動，アンケート調査 

共有すべきルールを明らかにし9)，学年進行によりに認

識したルールを意識し続けること，地区間で危険意識

に差異があることを明らかにした10)．また，4年にわた

る活動成果（表-1）から，危険意識の低い集団であっ

ても，継続的な交通安全教育で危険意識の向上や安全

な行動に変えようとする意識が観測できた11)． 

表-2 交通安全講話の実施状況(2018年) 

菊川小学校 菊川中学校 

対象学年 3～6年生の全児童 全学年の全生徒 

講話時間 45分間 50分間 

説明内容

通学路の危険 通学路の危険 

交通安全7則 交通安全7則 

- 
自転車安全利用 

5則 

 

２．研究の目的と方法 

 

（1）研究の目的 

 本研究は，周南市菊川地区を対象に，4年にわたり

小・中学生双方に交通安全教育を実施し，受講前後の

アンケートや通行位置実測調査を通じ，正しい交通規

則を認識させ，危険意識を醸成し，より安全な交通行

動へと変化を促すための手法検討を目的とする．  

（2）研究の方法 

 小・中学校双方に交通安全教育を行い，共通の通学

路での通行空間の改善に着目した交通安全教育につい

て検討する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-1 調査の組み立て 

連絡先 〒745-8585 山口県周南市学園台 徳山工業高等

専門学校土木建築工学科 TEL0834-29-6334

菊川地区での交通安全教育を開始
菊川小学校3年生以上に交通安全講話を実施
講話前後に事前・事後アンケート実施

7月 事前観測調査

菊川小学校3～6年生，菊川中学校全学年に

交通安全講話を実施

10月 事後観測調査
事前観測調査
菊川小学校3～6年生，菊川中学校全学年に
交通安全講話を実施
事前事後にアンケート実施

10月 事後観測調査
7月 事前観測調査

事前観測調査
菊川小学校3～6年生に交通安全講話を実施
菊川中学校全学年に交通安全講話を実施
事後観測調査

6月

9月
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2018年度
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10月

2015年度

2016年度 9月 対象学校・地区設定

交通現況 道路整備との 

かかわり 
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交通安全講話の実

事後アンケート
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事後観測調査 

施工

施工
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